
サマーキャンプにおける
Dexcom G7運⽤について



1型糖尿病サマーキャンプは、その患児らが集団⽣活や教育、レクレー
ションなどを通して、⾃⼰管理能⼒を養うとともに疾患に⽴ち向かう意欲を
培うことを⽬的に実施されてきたが、

2020年初頭に端を発したコロナ禍の影響で、2020年は中⽌、2021年は
オンライン開催、2022年は⽇帰り登⼭、そしてようやく2023年は、宿泊を
伴うキャンプを再開した。

宿泊を伴うキャンプでは、昼間の活動により夜間低⾎糖などのリスクが
⾼まるため、深夜帯にも適宜⾎糖測定が必要である。しかし、⼊眠中の患児
に対し、医療者が頻回に巡回して指尖穿刺による⾃⼰⾎糖測定を⾏うことは
両者にとって負担が⼤きい。

この、第53回肥後っこスマイルサマーキャンプ「南阿蘇キャンプで、
「逃⾛中」と「らくだ⼭」を楽しもう︕ 」と題した1泊2⽇のキャンプでは
リアルタイム持続⽪下連続グルコースモニター(rt-CGM: Dexcom G6)を⽤
いて、遠隔的に連続グルコースモニタリングを実施した (倫理第2787号「1
型糖尿病サマーキャンプにおけるリアルタイムCGM（持続⽪下グルコース
測定）を⽤いた⾎糖管理の有⽤性」)。 
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2021年7⽉に上市されたDexcom G6(以下G6)は、遠隔にて連続的に⽪
下グルコース濃度を測定するとともに⾎糖上昇や下降に対してアラート
機能を有し、6mの遠隔距離で⾮接触的に⾎糖変動・推移を予測するこ
とができる。
このグルコース遠隔管理メリットを利⽤して、2023年10⽉のキャンプ
では、G6を⽤いて1週間前からグルコースモニタリングし、キャンプ時
におけるG6の有⽤性・推奨度等をアンケート実施にて検討（キャンパー
7名、医療者31名）した。
またG6のグルコース値とSMBGとの差分を副次的に評価し、さらに事前
1週間とキャンプ当⽇のTime In Range (TIR: 70~180 mg/dL), Time
Above Range (TAR: 181 mg/dL以上), Time Below Range (TBR: 70
mg/dL未満)を副次的に検討した。

⽬的・⽅法



期⽇︓2023年10⽉7⽇（⼟）昼〜
8⽇（⽇）午後
受付︓⽩⽔遊⽔の郷

熊本県南阿蘇村両併1588 
活動場所︓「⽩⽔遊⽔の郷」

＋「らくだ⼭」など

主催︓熊本県糖尿病協会・熊本⼩児糖尿病サマーキャンプ実⾏委員会
問合せ先︓〒862-0901熊本市東区東町4-11-1 熊本県総合保健センター管理棟3F
熊本県糖尿病協会(TEL/FAX: 096-365-5414）＊平⽇9:00~15:00
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尿病・代謝・内分泌内科、同⼩児科、熊本⽇⽇新聞社、エフエム熊本、テレビ局各社
(KAB, KKT, RKK, TKU)
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と「らくだ山」を楽しもう！ 」

白水遊水の郷
キャンプ場

第53 回肥後っこスマイル

サマーキャンプ 



第53 回肥後っこスマイルサマーキャンプ 
血糖管理について

宿泊を伴うキャンプでは、昼間の活動により夜間低血糖などのリスクが高ま
るため、深夜帯にも適宜血糖測定が必要です。しかし、入眠中のキャンパー
に対し、医療者が頻回に巡回して指尖穿刺による自己血糖測定を行うことは
両者にとって負担が大きいものでした。

Dexcom G6は、遠隔にて連続的に皮下グルコース濃度を測定するととも
に血糖上昇や下降に対してアラート機能を有し、非接触で血糖変動・推移を
予測することができます。 その特徴は、

１ 遠隔（約6m）にて、皮下グルコース濃度をリアルタイムに連続測定可能。
２ 指尖の穿刺採血や、リーダーをかざすなどの行為を要しない。
３ 皮下グルコース濃度の上昇・下降に対しアラートを発生できる。
４ 10日間連続で皮下グルコース値を測定できるが、装着後1〜2日は不安定

これらの理由から、キャンプ1週間前の10月1日（日）午前9時から、事前に
Dexcom G6を装着し、キャンプ中に安全に血糖管理ができるよう準備いたします。
また臨床研究として、Dexcom G6の利便性やグルコース値の正確性などを検証し
ます。同意いただけた方には、後日アンケートをお願いします。

なお、同意なくともキャンプ参加に支障はありません。



10月7日（土）
12:00〜13:00 キャンパー受付 ＠白水遊水の郷キャンプ場
13:30  開会式 ＠キャンプ場

14:30 テント設営
患者家族会 ＠管理棟 20畳

15:30〜17:０0 「逃走中!」 ＠旧両併小学校敷地内

17:30 血糖測定 カーボカウント＋インスリン設定 BBQ ＠キャンプ場
19:00〜 お風呂 ＠白水温泉瑠璃 
20:30 キャンプファイヤー ＠キャンプ場
21:00 キャンパー秘密会議 スタッフミーティング ＠旧両併小学校体育館

21:40 血糖測定＋注射 ＠旧両併小学校体育館
22:00 就寝 テント泊

10月8日（日）
6:30 起床 朝の集い 体操  ＠旧両併小学校体育館
6:45 血糖測定 カーボカウント＋インスリン設定

7:00 朝食
8:30〜10:30 旧両併小学校体育館にてドッジボール、全員バスケット ＠旧両併小学校体育館

11:00〜 12:15〜 アンケート記入、思い出の絵・作文

12:30〜 血糖測定 カーボカウント＋インスリン設定 昼食
14:00   閉会式 

実際の⽇程 2023年10⽉7⽇・8⽇



テントの外からグルコースモニタリング グルコース変動がテント外から確認できる



Dexcom G6を使⽤して問題がありましたか︖ 
センサー挿⼊⽅法の難しさ 

センサー挿⼊部の痛み・不快感 
貼付テープによる肌トラブル 

5分ごとグルコース値測定・表⽰ 
変動曲線や⽮印の理解 

⾎糖実測値との差（乖離） 
アラート・アラームの正確性 

Dexcom G6の良い点は︖ 
センサー挿⼊の簡単さ 
グルコース値の正確性  

アラート・アラームがあること 
⾎糖上昇・下降の⽮印  

連続した⾎糖変動が⾒れる 

⾎糖値較正の煩雑さ 

インスリン量を決めるのに役⽴つ 
安⼼感がある 

Dexcom G6に満⾜しましたか︖  
センサー挿⼊器具 

モニターの使⽤ 
連続した⾎糖変動曲線 

システムへの信頼性 
キャンプ時の利便性 

SMBGや他のグルコース測定法と⽐べて 

あなたにとってDexcom G6は有⽤でしたか︖ 
Dexcom G6の有⽤性 

Dexcom G6を友⼈や他の医療者に推薦しますか︖ 
Dexcom G6の推奨度 
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Dexcom G6有⽤性と満⾜度評価質問票結果: 1型キャンパー v.s. 医療従事者
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G6全般の使⽤感 

未発表データ
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Dexcom G6を友⼈や他の医療者に推薦しますか︖ 
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Clinical targets for continuous glucose monitoring on or off camp using Dexcom G6 ①

TIR: time in range
TAR: time above range
TBR: time below range
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Run-in（キャンプ開始：1回⽬のセンサー挿⼊か
ら2⽇⽬と3⽇⽬、キャンプ前2⽇間）
T1（キャンプ終了：2回⽬のセンサー挿⼊から2
⽇⽬と3⽇⽬、7⽇間のキャンプの最後の2⽇間）。

Dexcom G5 Mobile rt-CGM sensor

run-in: 52.9%
T1: 62.4%

Journal of Diabetes Science and Technology. 2021, Vol. 15(5) 1098–1103.
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Clinical targets for continuous glucose monitoring on or off camp using Dexcom G6 ②

SG: sensor glucose
CV: coefficient of variation

GMI: glucose management indicator
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MARD on or off camp using SMBG or Dexcom G6

p=0.367
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MARD: mean absolute relative difference
MARD(%)=100 x |sensor glucose - SMBG|/SMBG
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Bland-Altman plot in which mean of paired BG and SG
Bias plot using SMBG or Dexcom G6

Bland-Altman plot in which 
mean of paired BG and SG 
values are plotted against 
absolute difference (SG-BG) 
of the two methods.
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Parkes error grid (PEG) analysis using SMBG and Dexcom G6

Clarke error grid (CEG) analysis using SMBG and Dexcom G6

In total on camp off camp

In total on camp off camp

CEG zone AB=96.0% CEG zone AB=96.8% CEG zone AB=95.7%

PEG zone AB=96.8% PEG zone AB=100% PEG zone AB=95.7%

未発表データ



Pediatr Diabetes. 2021;22:271–278.

FreeStyle Libre (FSL)
MARD : 13.3%

Dexcom G6 
(DEX)

MARD : 10.3%

Medtronic Enlite 2 
in combination with 
MiniMed 640G (ENL)

MARD : 8.5%

PEG zone AB=98.9% PEG zone AB=98.8% PEG zone AB=98.5%



考察
• CGMは、1型糖尿病において、低⾎糖イベントを低減し、⻑期的な代謝合併症を抑制することで、

アウトカムとQOLを改善する。
Yafi M, Shah A , Velez K. Narrative review of the role of technology in pediatric diabetes: from testing blood glucose 

to subcutaneous automated therapy and hope for cure. Transl Pediatr 2023; 12: 1725-1734 
• TIRは平均⾎糖値と相関することが⽰されているが、その相関は低⾎糖域では弱く、HbA1cやGAなど

の従来の⾎糖管理指標とは異なる意義を持つ。
Riddlesworth TD, Beck RW, Gal RL, et al. Optimal Sampling Duration for Continuous Glucose Monitoring to Determine 
Long-Term Glycemic Control. Diabetes Technol Ther 2018; 20: 314-316. 

• Dexcom G6グルコース測定システムは、キャンプ時の低⾎糖予防に有効である。
Nagl K, Bozic I, Berger G, et al. Time in Range in Children with Type 1 Diabetes before and during a Diabetes 
Camp-A Ceiling Effect? Children (Basel) 2022; Dec 12;9(12):1951.

• isCGMグルコース測定システムは、キャンパー(91.7%)や医療者(95.0%)に⾼い有⽤性で評価される
が、MARDは16.7%±16.1%であり、その信頼性(18.0%/40.0%)は⼗分でない。

Hansen EA, Klee P, Dirlewanger M, et al. Accuracy, satisfaction and usability of a flash glucose monitoring system among 
children and adolescents with type 1 diabetes attending a summer camp. Pediatr Diabetes 2018; 19: 1276-1284. 



まとめ・結語
1型糖尿病サマーキャンプにおける⾎糖管理にrt-CGMは
• センサー挿⼊・連続曲線描出・利便性において⾼評価
• ⾎糖実測値との乖離、センサーの正確性において⽐較的低評価
• 医療者はキャンパーに⽐して、有⽤性と推奨度が有意に⾼評価
• 6m遠隔からグルコース値を確認できることはメリット

センサーグルコース値に関して
• キャンプ前において、⾎糖実測値に⽐し有意に⾼値
• MARDは、⼤きな⾎糖変動と⾼⾎糖傾向を反映したためか、

キャンプ中で16.0%、前後で19.7%と⼤きな値

Rt-CGMは、利便性・有⽤性・推奨度、総じて⾼いが、精度に関し
ては不⼗分な点もあり、SG値のみで臨床的判断をするには⾄らない



2024年8⽉のサマーキャンプ

https://jp.provider.dexcom.com/
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「Dexcom G7」の新機能
• 前機種(Dexcom G6)より60%⼩さくなり、トランスミッターと
センサーが⼀体化

• センサーのウォームアップが30分未満で完了
• 上腕後部や腹部に装着が可能で、約7分で設定完了

(2歳以上は上腕後部、腹部、上臀部への装着が可能)

• 細かなカスタマイズが可能なアラート機能
(アラートをバイブレーションに変更可能など)

• 医療従事者による患者の糖尿病のマネジメントを効果的に⽀援する
ソフトウェア「Dexcom Clarity」と統合した簡便なモバイルアプリで、
リアルタイムならびに過去のグルコース測定値の確認が可能

• センサーの読取りが⾏われなかった場合、24時間データバックフィルが可能



モニターとセンサーの
セットアップ

















• 毎食前にBG SGチェックして記載

• 低血糖時（補食後のフォローも）、高血糖時、などに
随時BG-SGペア測定をお願いします



第54回 肥後っこスマイル
サマーキャンプ 

協力して、安全な血糖管理を
実現しましょう


